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レジデント：以前は研修医として栄養療法の実践に悪戦苦闘していたが，今
では卒後5年目となり，レジデントとして活躍している．栄養療法に関する
経験が増えてきたものの，うまく行かないことが多く，伸び悩んでいる．

しみず：10年目の内科医．専門は糖尿病．病院の栄養療法がなぜうまくい
かないのか，色々な角度から分析を進めている．改めて基礎医学を勉強す
ることで，栄養療法を行うためのヒントを得ようとしている．
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